
アジ研ワールド・トレンド No.250（2016. 8） 28

　

二
〇
〇
八
年
八
月
八
日
午
後
八
時
八

分
、
そ
の
形
状
か
ら
「
鳥
ニ
ャ
オ
チ
ャ
オ
巣
」
と
呼
ば

れ
た
巨
大
な
銀
色
の
北
京
国
家
ス
タ
ジ

ア
ム
の
上
空
に
、
爆
発
音
と
と
も
に
色

鮮
や
か
な
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。

五
輪
開
会
式
の
夜
、
北
京
の
街
か
ら
は

お
馴
染
み
の
風
景
︱
︱
排
気
ガ
ス
を
吐

き
出
す
自
動
車
の
列
、
行
き
か
う
人
々

︱
︱
が
消
え
、
ガ
ラ
ン
と
し
た
道
路
が

や
け
に
広
く
感
じ
ら
れ
た
（
写
真
１
）。

直
前
に
な
っ
て
八
日
が
休
日
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
市
民
は
も
ち
ろ
ん
タ
ク

シ
ー
運
転
手
で
さ
え
も
、
テ
レ
ビ
で
こ

の
記
念
す
べ
き
瞬
間
を
目
撃
す
る
た
め

に
早
々
に
帰
宅
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
日
か
ら
九
月
二
〇
日
ま
で
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
期
間
、
そ
し
て
そ
の
ず
っ
と
前
の

準
備
段
階
か
ら
、
開
催
地
の
北
京
は
高

揚
感
に
包
ま
れ
て
い
た
。
そ
し
て
同
時

に
、
市
民
は
後
述
す
る
よ
う
な
当
局
の

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
政
治
」
と
で
も
い
う

べ
き
動
き
に
日
常
的
に
巻
き
込
ま
れ
て

い
た
。
筆
者
は
直
前
の
五
月
か
ら
海
外

派
遣
員
と
し
て
北
京
に
一
年
間
滞
在
す

る
好
機
に
恵
ま
れ
た
。
五
輪
が
中
国
社

会
に
も
た
ら
し
た
変
化
に
つ
い
て
振
り

返
っ
て
み
た
い
。

●
開
会
前
夜

　

北
京
五
輪
は
開
会
前
か
ら
国
際
的
な

注
目
を
集
め
て
い
た
。
三
月
末
に
始
ま

っ
た
聖
火
リ
レ
ー
は
ギ
リ
シ
ャ
の
オ
リ

ン
ピ
ア
を
起
点
に
ユ
ー
ラ
シ
ア
、
北
米
、

南
米
、
ア
フ
リ
カ
（
史
上
初
）、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
五
大
陸
で
行
わ
れ
、
総

走
行
距
離
は
史
上
最
長
の
一
三
万
キ
ロ

以
上
に
も
及
ん
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
聖
火
リ
レ
ー
の
行

く
先
々
で
中
国
の
領
土
問
題
、
人
権
問

題
に
対
す
る
抗
議
行
動
が
発
生
し
、
し

ば
し
ば
予
定
さ
れ
て
い
た
走
行
経
路
や

関
連
セ
レ
モ
ニ
ー
の
変
更
や
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
異
例
の
展
開
と

な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
聖
火
リ
レ
ー

直
前
に
発
生
し
た
チ
ベ
ッ
ト
暴
動
へ
の

中
国
政
府
の
対
応
に
対
し
、
ギ
リ
シ
ャ
、

イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
多
く
の
国

で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
人
権
活
動
家
が

抗
議
活
動
を
行
っ
た
。
一
部
の
地
域
で

は
抗
議
者
に
よ
る
妨
害
が
相
次
い
だ
た

め
、
中
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
警
備
チ
ー

ム
が
リ
レ
ー
に
随
行
す
る
事
態
と
な
っ

た
。
妨
害
活
動
が
最
も
激
し
か
っ
た
国

の
ひ
と
つ
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
多

く
の
議
員
も
チ
ベ
ッ
ト
支
持
を
表
明
し

た
。
中
国
国
内
で
は
、
こ
う
し
た
動
き

山
田 

七
絵

に
反
発
し
た
市
民
が
一
部
の
大
都
市
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て

フ
ラ
ン
ス
系
ス
ー
パ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
カ

ル
フ
ー
ル
の
商
品
の
不
買
運
動
や
デ
モ

を
呼
び
掛
け
た
。
こ
れ
に
対
し
中
国
政

府
が
「
秩
序
あ
る
愛
国
主
義
」
を
呼
び

か
け
、
沈
静
化
を
図
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

ま
た
、
本
来
走
行
ル
ー
ト
に
含
ま
れ
て

い
た
台
湾
が
台
湾
側
の
抗
議
に
よ
っ
て

四
月
に
走
行
ル
ー
ト
か
ら
外
さ
れ
た
。

　

さ
て
、
開
会
前
夜
の
北
京
の
街
は
ど

ん
な
様
子
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
筆
者
が

開
会
を
間
近
に
控
え
た
七
月
末
に
記
し

た
報
告
書
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。

　
「
北
京
市
内
に
は
、
あ
ち
こ
ち
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
駐
在
す
る
ス

タ
ン
ド
が
設
け
ら
れ
、
青
い
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
を
来
た
ス
タ
ッ
フ
が
張
り
切
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
市
内
の
商
業
施
設

同一個
世
界
、
同一個
夢
想
（
ひ
と
つ
の
世
界
、
ひ
と
つ
の
夢
）

―
二
〇
〇
八
年
北
京
五
輪
―
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北京市内（筆者撮影、以下同）
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等
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
中
央
電
視
台
ビ
ル
な
ど
、

間
に
合
わ
な
い
施
設
も
あ
る
よ
う
で
す
。

前チ
エ
ン
メ
ン門
近
く
の
大ダ

ー
シ
ー
ラ
ン
ジ
エ

柵
欄
街
で
は
レ
ト
ロ

な
町
並
み
を
再
現
す
る
た
め
の
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
七
月
下
旬

に
報
告
者
が
通
り
か
か
っ
た
時
点
で
は

工
事
が
完
成
し
て
お
ら
ず
、
物
見
高
い

北
京
市
民
が
並
ん
で
シ
ー
ト
の
隙
間
か

ら
工
事
現
場
の
様
子
を
覗
い
て
い
る
光

景
が
み
ら
れ
ま
し
た
（
写
真
３
）。

　

一
方
交
通
規
制
や
テ
ロ
防
止
の
た
め

の
警
戒
態
勢
も
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
七

月
二
〇
日
以
降
一
日
お
き
に
奇
数
と
偶

数
の
ナ
ン
バ
ー
の
車
の
み
を
通
行
さ
せ

る
『
単
双
号
行
駛
』
が
始
ま
り
、
北
京

名
物
の
渋
滞
も
だ
い
ぶ
緩
和
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
（
写
真
４
）。
鉄
道
駅
、

空
港
の
み
な
ら
ず
地
下
鉄
駅
で
も
手
荷

物
検
査
が
行
わ
れ
、
市
内
の
大
学
は
学

生
証
等
を
提
示
し
な
い
限
り
立
ち
入
り

禁
止
と
な
り
ま
し
た
。」

　

北
京
を
訪
れ
る
外
国
メ
デ
ィ
ア
や
観

光
客
へ
の
対
応
と
し
て
、
北
京
市
政
府

は
公
共
交
通
の
整
備
や
市
民
の
マ
ナ
ー

向
上
に
力
を
入
れ
た
。
地
下
鉄
は
大
幅

に
延
伸
さ
れ
、
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
の

あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
へ
の
交
通
手

段
と
し
て
地
下
鉄
北
土
城
駅
か
ら
北
へ

四
駅
分
延
び
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
線
と

い
う
地
下
鉄
線
が
新
設
さ
れ
た
。
街
頭

に
は
「
文
明
乗
車
」（
文
明
的
な
バ
ス

乗
車
）、「
文
明
観
賽
」（
文
明
的
な
競

技
観
戦
）
な
ど
の
啓
蒙
的
な
標
識
が
あ

ふ
れ
た
。
北
京
の
タ
ク
シ
ー
運
転
手
に

は
揃
い
の
黄
色
い
シ
ャ
ツ
と
ネ
ク
タ
イ

の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
最
初
の

頃
は
皆
パ
リ
ッ
と
し
た
様
子
だ
っ
た
が
、

日
が
経
つ
に
つ
れ
て
ネ
ク
タ
イ
が
消
え
、

シ
ャ
ツ
に
は
皺
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。
な
お
、
交
通
規
制
に
よ
っ

て
渋
滞
が
緩
和
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
同

時
期
の
北
京
市
民
の
様
子
を
記
し
た
参

考
文
献
①
に
よ
れ
ば
、
五
輪
関
係
車
両

の
専
用
レ
ー
ン
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
交
通
規
制
の
効
果
は
相
殺
さ
れ

て
し
ま
っ
た
と
の
こ
と
だ
。

　

も
う
ひ
と
つ
特
筆
す
べ
き
は
、
環
境

対
策
で
あ
る
。
悪
名
高
い
北
京
の
ス
モ

ッ
グ
を
改
善
す
る
た
め
、
北
京
市
周
辺

で
は
交
通
規
制
、
工
場
の
操
業
規
制
に

加
え
て
大
規
模
な
緑
化
が
行
わ
れ
、
そ

の
た
め
に
ロ
ケ
ッ
ト
弾
に
よ
る
人
工
降

雨
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
噂
だ
っ

た
。
実
際
、
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て

数
日
ご
と
に
滝
の
如
く
激
し
い
夕
立
が

降
っ
た
。
近
隣
の
住
人
は
「
北
京
に
数

十
年
住
ん
で
い
る
が
こ
ん
な
に
雨
の
多

い
夏
は
初
め
て
だ
」
と
語
っ
た
。
あ
る

日
新
聞
を
読
ん
で
い
た
ら
、「
昨
夜
北

京
市
郊
外
で
人
工
降
雨
ロ
ケ
ッ
ト
を
○

千
発
発
射
」
と
い
う
記
事
が
あ
っ
た
。

一
連
の
対
策
は
確
か
に
功
を
奏
し
、
当

時
の
北
京
に
は
近
年
ま
れ
に
み
る
と
い

う
美
し
い
青
空
が
広
が
っ
て
い
た
。

●
北
京
の
熱
い
夏

　

八
月
八
日
の
夜
、
多
く
の
市
民
は
三

時
間
以
上
に
わ
た
る
開
会
式
の
テ
レ
ビ

中
継
に
く
ぎ
付
け
だ
っ
た
。
開
会
式
の

総
監
督
は
映
画
監
督
の
張
芸
謀
が
務
め

た
。
式
典
は
二
〇
〇
八
台
の
電
飾
付
き

の
古
代
の
打
楽
器
に
よ
る
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
、
そ
れ
に
続
く
演
奏
者
ら
に
よ
る

「
論
語
」
の
「
朋と
も

有
り
遠
方
よ
り
来
る
、

亦ま
た

楽
し
か
ら
ず
や
」
と
い
う
来
賓
歓
迎

の
唱
和
で
封
切
ら
れ
た
。
続
く
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
は
中
国
の
悠
久
の
歴
史
と
文

化
、
発
明
品
（
紙
、
活
版
印
刷
、
火
薬
、

絹
、
羅
針
盤
な
ど
）
を
モ
チ
ー
フ
と
し

て
お
り
、
張
監
督
ら
し
い
マ
ス
ゲ
ー
ム

や
ワ
イ
ヤ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
を
多
用
し
た

豪
華
な
演
出
だ
っ
た
。

　

続
く
開
会
宣
言
の
な
か
で
、
組
織
委

員
会
の
劉
淇
会
長
は
一
〇
〇
年
前
の
新

聞
を
引
用
し
つ
つ
、「
奥
運
百
年
夢
」（
五

輪
開
催
は
中
国
に
と
っ
て
一
〇
〇
年
越

し
の
夢
）
と
述
べ
た
。
こ
の
言
葉
は
公

式
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
同
一
個
世
界
、
同
一

個
夢
想
」
同
様
、
当
時
よ
く
耳
に
し
た
。

ア
ジ
ア
で
夏
季
五
輪
が
開
催
さ
れ
る
の

は
日
本
、
韓
国
に
続
い
て
三
回
目
で
あ

っ
た
。
五
輪
開
催
は
中
国
の
悲
願
で
あ

り
、
過
去
数
十
年
の
発
展
ぶ
り
を
世
界

に
誇
示
す
る
た
め
の
ま
た
と
な
い
チ
ャ

ン
ス
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
場
内
で
中
国
人
ア
ス
リ
ー
ト

に
よ
る
聖
火
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
た
。
最

終
ラ
ン
ナ
ー
は
一
九
八
〇
年
代
の
五
輪

で
活
躍
し
た
体
操
選
手
・
李リ
ー

寧ニ
ン

が
つ
と

め
た
（
現
在
は
ス
ポ
ー
ツ
用
品
メ
ー
カ

ー
の
経
営
者
と
し
て
有
名
）。
前
走
者

か
ら
聖
火
を
引
き
継
い
だ
李
寧
が
空
中

へ
飛
び
立
ち
、
そ
の
ま
ま
ス
タ
ジ
ア
ム

写真 3　街中が完成予想図のシートで覆われた工事現場
だらけだった

写真 4　オリンピック期間中
の交通規制に関するポスター
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の
内
壁
に
ぐ
る
り
と
投
影
さ
れ
た
絵
巻

物
の
上
を
一
周
し
、
聖
火
台
に
点
火
し

た
演
出
に
は
度
肝
を
抜
か
れ
た
視
聴
者

も
多
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

世
界
中
の
観
衆
を
圧
倒
し
た
開
会
式

で
あ
っ
た
が
、
後
日
様
々
な
疑
惑
が
呈

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
冒
頭
で
巨
人

が
「
鳥
巣
」
に
向
か
っ
て
歩
い
て
く
る

演
出
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
中
継
で
は
巨
人

の（
第
二
九
回
夏
季
五
輪
に
ち
な
ん
で
）

二
九
歩
の
足
跡
を
模
し
た
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
る
映
像
が
流
れ
た
が
、
最
後

の
一
歩
以
外
は
事
前
に
準
備
さ
れ
た
Ｃ

Ｇ
映
像
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

赤
い
ド
レ
ス
の
少
女
に
よ
る
独
唱
は
、

実
は
別
室
で
別
の
少
女
が
歌
っ
て
い
た

も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
直
前
に
は
開
会

式
の
リ
ハ
ー
サ
ル
映
像
が
韓
国
の
テ
レ

ビ
局
か
ら
流
出
し
、
後
日
組
織
委
員
会

に
謝
罪
す
る
と
い
う
騒
動
も
あ
っ
た
。

海
外
で
ど
う
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
か

は
と
も
か
く
、
元
来
議
論
好
き
の
北
京

の
人
々
は
時
に
笑
い
、
時
に
怒
り
、
時

に
あ
き
れ
な
が
ら
も
五
輪
談
議
に
花
を

咲
か
せ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

　

北
京
五
輪
に
は
二
〇
四
カ
国
・
地
域

の
一
万
人
以
上
の
選
手
が
参
加
し
、

二
八
競
技
三
〇
二
種
目
が
行
わ
れ
た
。

大
部
分
の
競
技
は
北
京
市
内
の
施
設
、

一
部
は
天
津
、
青
島
、
香
港
で
行
わ
れ

た
。
連
日
中
国
人
選
手
の
メ
ダ
ル
獲
得

の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
た
。
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
の
大
型
テ
レ
ビ
に
集
ま
っ
た

人
々
が
画
面
を
食
い
入
る
よ
う
に
み
つ

め
る
光
景
が
よ
く
み
ら
れ
た
。
街
頭
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ン
ド
で
は
、日
々

上
位
国
の
メ
ダ
ル
獲
得
数
が
更
新
さ
れ

て
い
っ
た
（
写
真
５
）。
最
終
的
な
金

メ
ダ
ル
獲
得
数
は
中
国
が
五
一
で
世
界

第
一
位
、
続
い
て
ア
メ
リ
カ
三
六
、
ロ

シ
ア
二
三
と
な
り
、
中
国
は
合
計

一
〇
〇
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
と
い
う

輝
か
し
い
成
果
を
上
げ
た
。

　

筆
者
は
知
人
経
由
で
香
港
の
あ
る
有

名
な
企
業
経
営
者
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
用
観
戦
チ

ケ
ッ
ト
を
譲
り
受
け
、
北
京
理
工
大
学

体
育
館
で
行
わ
れ
た
柔
道
予
選
と
「
鳥

巣
」
で
行
わ
れ
た
陸
上
決
勝
を
観
戦
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
後
者
に
つ
い
て
、

少
し
紹
介
し
た
い
（
写
真
６
～
８
）。

　

ま
ず
驚
い
た
の
が
、
観
戦
チ
ケ
ッ
ト

な
し
に
は
五
輪
支
線
に
乗
車
す
ら
で
き

な
い
こ
と
、
警
備
が
空
港
並
み
に
厳
し

か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
よ
う
や
く
会
場

に
到
着
す
る
と
Ｖ
Ｉ
Ｐ
専
用
の
入
り
口

に
案
内
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
赤
い
絨
毯
の

敷
か
れ
た
内
部
通
路
を
通
っ
て
専
用
ル

ー
ム
に
通
さ
れ
た
。
中
に
は
飲
食
物
を

出
し
て
く
れ
る
係
員
が
お
り
、
食
べ
放

題
・
飲
み
放
題
で
あ
る
。
競
技
場
に
面

し
た
ガ
ラ
ス
扉
か
ら
観
客
席
に
出
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
り
鉢
状
の
「
鳥
巣
」

全
体
の
構
造
か
ら
い
え
ば
、
観
客
席
の

二
階
部
分
を
こ
の
よ
う
な
部
屋
が
ぐ
る

り
と
一
周
し
て
い
る
。
陸
上
競
技
は
欧

米
勢
が
優
勢
で
、
北
欧
や
米
国
の
応
援

団
が
目
立
っ
た
。
室
内
に
目
を
転
じ
る

と
レ
ノ
ボ
な
ど
大
企
業
の
子
女
と
思
し

き
子
ど
も
た
ち
は
飲
み
食
い
に
忙
し
く
、

熱
心
に
観
戦
し
て
い
る
者
は
ほ
と
ん
ど

い
な
か
っ
た
。
こ
の
経
験
を
通
し
、
筆

者
は
五
輪
観
戦
が
庶
民
に
と
っ
て
得
難

い
機
会
で
あ
る
一
方
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
に
と
っ

て
は
あ
り
ふ
れ
た
娯
楽
の
ひ
と
つ
に
し

か
過
ぎ
な
い
こ
と
を
理
解
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
作
家
の
余
華

は
以
下
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。

　
「
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
期
間
中
、

多
く
の
生
活
の
貧
し
い
人
た
ち
が
今
日

の
中
国
の
象
徴
で
あ
る
『
鳥
の
巣
』（
国

家
ス
タ
ジ
ア
ム
）
や
『
水
シ
ュ
イ

立リ
ー
フ
ァ
ン
方
』（
国

家
水
泳
セ
ン
タ
ー
）
に
あ
こ
が
れ
、（
中

略
）地
方
か
ら
北
京
に
出
て
き
た
。（
中

略
）
な
か
へ
入
っ
て
見
学
し
よ
う
と
思

っ
た
が
、
観
覧
券
は
売
り
切
れ
だ
っ
た
。

ダ
フ
屋
の
切
符
は
高
す
ぎ
る
。（
中
略
）

観
覧
券
が
な
い
と
『
鳥
の
巣
』
と
『
水

立
方
』
の
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
に
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は
入
れ
な
い
。（
中
略
）
そ
の
と
き
、

競
技
が
進
行
中
の
『
鳥
の
巣
』
と
『
水

立
方
』
の
館
内
に
は
、
多
く
の
空
席
が

あ
っ
た
。
し
か
も
、
空
い
て
い
る
の
は

最
高
の
座
席
ば
か
り
だ
っ
た
。
一
部
の

別
種
の
同
胞
、
貴
人
や
高
官
は
最
高
の

座
席
の
切
符
を
持
っ
て
い
た
。（
中
略
）

彼
ら
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
ま
ま
浪
費

さ
れ
る
切
符
が
、
ほ
か
の
中
国
人
に
と

っ
て
い
か
に
貴
重
な
も
の
か
を
考
え
よ

う
と
し
な
い
。
ま
た
、
衣
食
を
切
り
詰

め
て
北
京
へ
や
っ
て
き
た
多
く
の
一
般

庶
民
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
に
入
れ

な
い
こ
と
を
気
遣
う
は
ず
も
な
か
っ

た
」（
参
考
文
献
②
）。

●
夢
の
あ
と
さ
き

　

八
月
二
四
日
の
閉
会
式
を
も
っ
て
北

京
五
輪
は
幕
を
閉
じ
た
。
厳
し
い
夏
の

暑
さ
が
和
ら
ぐ
と
と
も
に
開
会
前
か
ら

街
を
覆
っ
て
い
た
非
日
常
的
な
空
気
が

消
え
、
ま
る
で
夢
か
ら
覚
め
た
よ
う
に

人
々
は
日
常
の
生
活
へ
と
戻
っ
て
い
っ

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ン
ド
は
撤

去
さ
れ
、
外
国
人
観
光
客
の
姿
は
目
に

み
え
て
減
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
支
線
は

地
下
鉄
八
号
線
の
一
部
と
な
り
、
タ
ク

シ
ー
運
転
手
の
服
装
も
元
ど
お
り
ば
ら

ば
ら
に
な
っ
て
い
っ
た
。
も
う
少
し
後

の
こ
と
に
な
る
が
、
残
念
な
が
ら
北
京

の
青
空
も
徐
々
に
失
わ
れ
て
い
っ
た
。

し
か
し
、
す
べ
て
が
元
に
戻
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

　

五
輪
閉
会
後
、
華
々
し
い
祭
典
の
陰

で
隠
さ
れ
て
い
た
い
く
つ
か
の
事
件
が

明
る
み
に
出
て
き
た
。
最
大
の
ス
キ
ャ

ン
ダ
ル
は
九
月
に
衛
生
部
が
発
表
し
た
、

メ
ラ
ミ
ン
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料
と
し

て
用
い
ら
れ
る
化
学
物
質
）
が
混
入
し

た
乳
幼
児
用
粉
ミ
ル
ク
に
よ
る
中
国
史

上
最
大
規
模
の
食
品
公
害
事
件
で
あ
ろ

う
。
汚
染
さ
れ
た
粉
ミ
ル
ク
を
飲
ん
で

い
た
乳
幼
児
に
六
月
以
降
腎
臓
結
石
な

ど
の
健
康
被
害
が
あ
ら
わ
れ
、
国
内
外

の
最
終
的
な
被
害
者
数
は
二
九
万
人
以

上
、
少
な
く
と
も
六
人
が
死
亡
し
た
。

事
件
の
発
端
と
な
っ
た
河
北
省
の
三
鹿

集
団
は
倒
産
し
、
他
の
大
手
乳
業
メ
ー

カ
ー
に
も
捜
査
の
手
が
及
ん
だ
。
最
終

的
に
二
二
社
で
メ
ラ
ミ
ン
混
入
が
確
認

さ
れ
、
関
係
者
六
〇
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。

捜
査
が
進
む
に
つ
れ
、
酪
農
家
や
ブ
ロ

ー
カ
ー
が
原
料
乳
を
乳
業
会
社
へ
売
り

渡
す
際
に
加
水
に
よ
る
水
増
し
を
行
い
、

下
が
っ
た
タ
ン
パ
ク
質
含
有
量
を
偽
装

す
る
目
的
で
メ
ラ
ミ
ン
を
混
ぜ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
国

内
外
の
消
費
者
を
震
撼
さ
せ
た
の
は
、

こ
れ
が
当
時
の
中
国
の
乳
業
業
界
で
半

ば
暗
黙
の
了
解
で
あ
り
、
行
政
も
黙
認

し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
連
日

乳
幼
児
の
健
康
被
害
に
関
す
る
痛
ま
し

い
報
道
が
流
れ
、
母
親
た
ち
は
ス
ー
パ

ー
の
輸
入
粉
ミ
ル
ク
の
棚
に
殺
到
し
た
。

　

以
前
か
ら
食
品
安
全
問
題
は
取
り
沙

汰
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
事
件
に
よ
っ

て
人
命
よ
り
も
利
益
を
優
先
し
た
食
品

業
界
は
も
と
よ
り
、
五
輪
の
大
義
名
分

の
も
と
報
道
を
遅
ら
せ
た
政
府
と
メ
デ

ィ
ア
に
対
す
る
消
費
者
の
不
信
感
は
払

拭
し
難
い
も
の
と
な
っ
た
。
事
件
後
、

食
品
安
全
行
政
の
み
な
ら
ず
、
政
府
や

企
業
と
消
費
者
と
の
対
話
の
あ
り
方
は

抜
本
的
な
改
革
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
他
方
、
五
輪
期
間
中
北
京
郊
外

に
つ
く
ら
れ
た
選
手
村
向
け
の
有
機
農

場
は
、
後
に
国
内
向
け
の
有
機
農
業
の

礎
と
な
っ
た
。

　

中
国
初
の
五
輪
は
、
強
い
政
府
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
も
と
概
ね
順
調
に
運

営
さ
れ
た
。
中
国
の
繁
栄
を
世
界
に
示

す
と
い
う
目
標
は
達
成
さ
れ
た
と
い
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
強
大

な
国
力
と
は
不
釣
合
い
な
五
輪
前
後
の

様
々
な
騒
動
か
ら
、
巨
大
な
発
展
途
上

国
で
あ
る
中
国
が
急
速
な
発
展
の
な
か

で
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も

明
ら
か
と
な
っ
た
。
二
〇
一
二
年
に
就

任
し
た
習
近
平
国
家
主
席
は
、
中
国
経

済
が
こ
れ
ま
で
の
高
度
経
済
成
長
期
か

ら
持
続
可
能
な
経
済
成
長
へ
向
か
う

「
新
常
態
」
の
段
階
に
入
っ
た
と
宣
言

し
た
。
一
〇
〇
年
の
夢
を
果
た
し
た
中

国
は
、
次
に
ど
ん
な
夢
を
追
い
か
け
て

い
く
の
だ
ろ
う
か
。

（
や
ま
だ　

な
な
え
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所　

環
境
・
資
源
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
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司
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